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〈研究の概要〉

家族 とのかかわ りを大切に し、心豊かな生活 を工夫 しなが らっ くり出せるように、家庭科 の学

習指導要領の内容1(エ)「 家族 との触れ合 いや団 らんを楽 しくする工夫をすること」を研究の視

点 とした。

実態調査の結果、最近の家庭の状況は、価値観や生活習慣な どが多様化 し、家族そろって食事

をする ことが少なくなっているが、子 どもたちの家の仕事や家族 に したいことは 「食」にかかわ

る ことが多かった。

そ こで 、自分の食生活を見直 しなが ら、家族 とのかかわ りを大切 にする心を育てるために、家

族 とのかかわ りを 「食」を通 して学習することとし、2年 間の指導計画を作成 した。家族 との交

流 を図る指導法や学習過程における評価 を工夫 し、授業研究に取 り組んだ。

子 どもたちは自分の生活を学習カー ドの集積 を参考に振 り返 り、自分な りに工夫できることを

見つけ出す ことで、進んで家庭生活 に生かそうとする意識が向上 した。
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家族 とのかかわ りを大切にし、心豊かな生活をつくり出す子どもの育成

1研 究 主題 設 定 の理 由

今、子 どもたちに求め られている 「生 きる力」を育成するため に、家庭科では、家庭のあ り

方や家族の大 切さを取 り上げている。生活の仕方が多様化 し、 日常生活の中でわた したちが求

めている豊か さの基 準や価値観は様々で あるが、本研究では、人とかかわ りなが ら生活 してい

く上で、金銭では得 られない心のやす らぎや思いや り、感謝の気持ちなど精神的な豊か さが大

切であることに焦点 を当てて取 り組む こととした。

多 くの人たちとのかかわ りの中で、身近な人間関係 としては、家族 ・友だち ・近隣の人たち

な どがあげ られ るが、子どもたちにとって一番身近な存在 は、「家族」である。家庭生活 は様々

であるが、 自分が家族 の一員であること、また、家族 に支え られて生きていることに変わ りが

ない ことに気づかせた い。そ こで、研究 の重点 としては、学年の目標(3)「 自分と家族などと

のかかわ りを考えて実践する喜びを味わい、家庭生活 をよ りよ くしよ うとする態度 を育て る」、

内容(1)エ 「家族との触れ合いや団 らんを楽 しくす る工夫 をす ること」 とした。

そ して、感謝の気持ちをもち、 自分 と家族とのかかわ りを考え、触れ合いや団らんを楽 しく

す るために、 自分な りに工夫で きることを見っけ出し、進 んで家庭生活の中に生か してい くこ

とを、本研究では 「心豊かな生活」 として考えた。

さらに、子 どもたちの家庭 生活の現状を把握 し、研究の方向性を探 るために、家族 と共 に過

ごす時間や家の仕事の状況 についての実態調査を行 うことに した。調査結果か ら、家庭で子 ど

もたちが実践 している仕事の内訳 として、「食」に関する仕事のかかわ りが多 く、食事時間の過

ごし方について子 どもたちは家族 と楽 しく過 ごしたいと思って いる ことが分かった。 この実態

調査 の結果 を受け、「心豊かな生活」を 「食」の面か ら考え、研究 を進めていくこととした。内

面的な成長の著 しい5・6年 の時期に、自分の家庭生活 を見っめ直 し、主体的なかかわ り方 を

工夫 していくことを通 して、「心豊かな生活」とはどういうことか考 えさせていきたい。

研究を進めるに当た り、題 材の構成については次のように考 えた。題材は 「楽しい食事を工

夫 しようIin」 として設定 し、1年 間を通 して、楽 しい食事 とはどういうことか、食事 を

楽 しむためにはどのような工夫 ができるか、家庭生活を振 り返 りなが ら学習が進め られるよう

に家族 とのかかわ りを大切 にした指導計画を立てた。さ らに、学習 した ことを日常生活の中で

生か していくためには、家族がお互いに関心をもち、共に考 え、協力していくことが大切であ

るため、家庭科 の学習 にお いても家族を招いて一緒 に学習す ることによ り、家庭での実践 につ

な げていきたいと考えた。そ して、 自分の家庭生活 を見っめ直 し 「楽 しい食事」を自分な りに

工夫することを通 して、進んで家族 との時間を大切にし、家族 と共に協力しあって 「心豊かな

生活をつくり出す子」を目指 し、本主題 を設定 した。
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II研 究 の構 想

〈家庭科で育てたい力〉
教科の目標

衣食住などに関する実践的 ・体験

的な活動 を通 して家庭生活への関心

を高めるとともに日常の生活に必要

基礎的知識と技能を身に付け、家族

の一員 として生活工夫 しようとする

実践的な態度を育てる。

学年の目標(第5学 年及び第6学 年)
(1)衣 食住や家庭の生活な どに関する実践的 ・体験的な活

動を通 して、家庭生活 を支えているものが分か り、家庭

生活の大切さに気付 くようにする。

(2)製 作や調理など日常生活に必要な基礎的な技能を身に

付け、自分の身の回りの生活に活用できるようにする。

(3)自 分 と家族な どとのかかわ りを考えて実践す る喜びを

研究の視点 璽醗 味わい、家庭生活をよ りよ くしようとする態度を育てる。

内容(1)工

家族との触れ合いや団らんを楽しくする工夫をすること。

〈社会的背景〉

:驕 盤簸 雛 ㌔ それの家庭事情鴎
によ り、家族 そろ っての食事は難 しい。

〈児 童の実 態〉
・仕事 を通 して家族の役に立つことをうれ しい

と思っている。
・家族 とふれ合 う時間は食事の時間の割合が多

い。
・家族 と楽しく話せるので食事の時間が楽しい。
・家族 のためにしたい仕事は、食に関すること

や家族に関することの割合が多い。

〈教師 の願 い〉
・基礎的 ・基本的内容を定着させたい。
・身に付 けた力を家庭で継続的に活用 し、

主体的に生活してほしい。
・家族 とのかかわ りを大切にし、自分な

りに工夫 して生活 してほしい。
・子どもたちが最 も家族 とのかかわ りが

あると感 じている食事の時間を大切に
してほしい。

〈育てたい児童像〉
・家族 と協力し合って心豊かな生活をつ くり出す子。
・学んだ ことを自分なりに工夫して家庭生活に生かせる子

研 究 主 題 畢
家 族 と の か か わ り を 大 切 に し 、

心 豊 か な 生 活 を つ く り 出 す 子 ど も の 育 成

〈仮 説〉
「食」を通 しての学習を家族と共に進めることで、家族 とのかかわ りが深まり、家族と協力し合って、

心豊かな生活 をつ くり出す子に育っていくだろう。

〈育てたい児童像 を実現するための手だて〉 墨
・家族とのかかわ りを大切にした題材構成の工夫。
・家族を交えた指導法の工夫。
・学習活動の過程における評価の工夫。

〈研究実践〉 畢

実

態

調

査

⇒

年
間
指
導

計
画

の
作
成

⇒

題
材
構
成

の
工
夫

1

「夏休み実践報告会」

「灘 稼嵩i我が家の ⇒

「家族 といっしょに一食分の

食事を考える」

成

果

と

課

題
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lll研 究 の 内容

1実 態調査く抜粋〉

(1)目 的 家庭の仕事や食事の状況を 「家族 とのかかわ り」か ら実態調査す ることによ り、

子 どもたちの思いや願いを把握 し指導 に役立てる。

(2)時 期 平成14年6月 下旬

(3)対 象 研究員所属小学校の児童 第a学 年429名 第6学 年536名

(4)方 法 質問紙法

(5)内 容 と結果および考察

問1-1あ なたは家の仕事 をどの くらいしていますか。

1家 の什鎌 しているか[囲1

7%9%

⊥

田A・ 自分 か ら進

ん で

円B・ たの まれ て

気 持ちよく

G]Cた の まれ て

仕 方 なく

1,.ほ とん どし

ない

36X

7%

問1-2家 の仕事でよ くやる仕事を3つ 書いて ください。(人 数)

5年 6年 5年 6年

食に関すること 310 442 住に関すること 240 375

準備 ・配膳 56 130 風呂そうじ 96 168

食事作り・米とぎ 103 110 風呂わかし 5 9

食器洗い・後片付け 151 112 部屋の掃除(整理も) 77 98

衣に関すること 104 160 その他の場所のそうじ 13 8

洗たく関係 100 150 カーテン窓雨戸の開閉 13 9

アイロンかけ 4 8 かぎしめ 0 2

その他 0 2
〈結果〉

家の仕事 は 「たの まれて仕方な く」

る と90%以 上 の子 どもた ちが取 り組

るが、「自分か ら進んで」主体的 に仕事

いる割合は10%に 満たない。よくやる

事は、5・6年 共 に食器洗 い ・米 とぎ ・

ど 「食」に関す ることが多い。6年 にな

呂そうじや、買い物、洗た くな ど5年

その他の仕事 356 345

布 団の上げ下ろし 90 40

ゴミ出し 74 60

買い物 43 cos

新聞取り 53 49

ペットの世話 54 38

その他 43 50

活技能を必要 とす る仕事が増える。
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<考 察>

90パ ーセ ン ト以上の子 どもたちが仕事を しているという結果か ら、子 どもたちは家族へ の協

力についての意識をもっていると考 えられる。5年 生と比べる と6年 生は 「仕方なくする」子 ど

もたちが増えて いる。塾や習 い事 などが増えることが原因のひ とつ と考 えられる。 自分 も忙 しい

が、家庭 の仕事 を大事 と考え、 「仕方な く」が 「進んで」 となるように家族とのかかわ りを深め、

協力 して生活す るために自信 をもってできる仕事が増える ことが望 ま しい。そのため家族 とのか

かわ りを大切にした指導計画を立てる必要 を感 じた。

問2家 族そ ろって過 ごす時間はどんな時ですか。(人 数)

〈結果〉

家族そ ろって過 ごす時間 は全体の半

数以上が 「食事」の時間をあげている。

テ レビ、外出 も多 く、団 らんという答

えは少ない。

5年 6年

A・食事 215 312

B・テ レビ 150 201

C・団 らん 65 108

D°外 出 143 177

E・そ の 他 19 22

〈考察〉

「食事」が唯一家族 とのかかわ りの場 という場合も多 く見 られ ることか ら、 この場面を有効 に活

用 して、心豊かな子どもを育てたい。そのために研究の切 り口を 「食」の学習 とした。

問3-1家 族に対 して したいことはありますか。

●A・ あ る

問3-2家 族に対 してしたいことは何ですか。(人 数)

仕事の面から 5年 6年 気持ちの面から 5年 6年

料理(米 とぎ) 62 66 手伝い、進んで仕事をする 71 115

食器 洗い・片付け 15 11 できること、役に立つこと 16 10

マッサー ジ・肩もみ 37 32 喜ぶこと、やってほしいこと 8 15

洗濯関連 10 13

1

なんでも・いろいろ 3 8

掃除 ・片付け 6 17 大変そうなこと 8 4

風 呂掃除・沸かし 5 7 大人になってから(旅行 ・親孝行等) 8 19

家族の世話・協力 2 4 暮らしを楽しくしてあげたい 1 5

ゴミ出し 0 z 休日の家事 1 4

ペットの世話 3 3

1

節約 0 3

その他 11 15 家族の期待に応えること 0 z
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問3-3家 族に対 して したい ことはないと答えた人の理由(人 数)

5年 6年

A宿 題や塾・習い事で時間がないから 42 64

Bや っても家族が喜びそうにないから 20 38

Cや る気にならないから 44 44

Dそ の他 10 31

〈結果〉

家族に対 して したいことの内容は手伝い、進んで仕事 をするという気持ちの面での答えが多 く、

仕事をした い気持ちはあると思われる。 しか し実際は 「仕方な く」仕事 をしている子 どもたちが

多 い。具体的には、料理 ・食器洗いな ど 「食」 に関す ることが多い。マッサージや親孝行な どの

答 えも目立つ。特にないと答えた子 どもたちは塾 ・習 い事 を理由にあげる子 どもが多 く、6年 生

にその割合が増える。

〈考察〉

マッサー ジや親孝行な どと答えていることに暮 らしを楽に したいという家族への思いや りが感

じられる。また、60%強 の 「家族に対 して したいことがある」 とい う気持ちを大切 にし、生活の

技能 を高めた り、できることを増や した りして 「仕方な く仕事 をす る」か ら 「進んで仕事 をす る」

子 どもたちに育てていきたい。また、時間がないという子 どもたちには生活時間の見直 しと家族

の一員 としての意味を考えさせ、よ りよい家庭生活 を自 らつ くっていこうとす る意欲 をもたせて

いきたい。そ して 「やって も喜びそ うにない」と答えた子 どもたちについては、 どうしてそ う感

じるのかを検証 し、改善 して いくとともに、家族の協力を呼びかけるな ど、具体的な支援の方策

を立てる必要 を感 じる。

問4-1朝 食 ・夕食 に家族がそろっていますか。そろわないときは誰 と食べますか。

6年

5年

一

0覧0%60%80%ooR1

田A・ いつ もそろう ロ8・ たまにそろわな い

L」 旦塑__皇 皇・そろわないことが多い

まろわないときは誰と食べるか

,年㎜眼爆無 痂
一 応1麻囲織勿 ㎜

0%20%40%80%8D%100%

囚 自分ひとり 口子どもだけ 図おとなも一緒

6年

5年

一

0%20X40%60%8016100%

汗面禰 一一一 『-百 百・たまにそろわなし～一
'国C ・ときどきそろわない..・ そろわないことが多い

8$

・5年

そろわないときは維と食ぺるか

Of 20慌 40覧 60f 80f

巴自分ひとり0子 どもだけ 日おとなも一緒1

800隔1
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問4-2食 事 は楽しいですか。

盒 富 は楽 しいか[5

B・どちらともい

えない

C・あまり楽 しく

dい

食富は楽しいか[囲酬7%

24%

Ii

iIii
謹
1臨

日A・ 楽しい

●B・ どちらともい
I

i坦 垂騨1 えない

圃C・ あまり楽しく
v

ない69%
V

}
'

1

問4-3そ の理 由は何ですか。(人 数)

A楽 しい理由 5年 6年 Bど ちらともいえないの理由 5年 6年

おいしい 41 55 会話が進まないとつまらない 5 14

みんなで食べる 34 19 家族がそろわないとつまらない 9 10

話ができる 78 147 話さない 3 s

食べるのが好き z 3 話の内容による 4 5

家族とふれあえる 0 7 食事の内容によって 5 s

落ち着く・ゆっくり過ごせる 2 7 テレビがおもしろくない時はつまらない z z

その他 5 12 楽しくもつまらなくもない 5 0

Cあ まり楽しくないの理由 5年 6年 テレビが見たい 2 2

(時間がなく)話さない 5 4 テレビを見ている 2 2

話の内容がいや 5 5 その他 6 14

全員がそろわない 2 4

その他 1 10

〈結果〉

朝食は30%の 子 どもたちは家族そろって食べている。そろって食べていない子 どもたちの55%

は子 どもだけや一人で食べている。夕食 は60%の 子 どもたちは家族そろって食べている。また朝

食よ りも夕食は家族 と一緒に食べている。5年 生よ り6年 生に一人で食べ る子 どもが多い。

70%の 子 どもたちが食事の時間は楽 しいと思っている。食事 の楽 しい理 由としてみんなで食べ

る、おいしい、話ができるな どをあげている。 どち らともいえないを答えた児童の理 由にはテレ

ビの内容や食事のおいしさが食事の楽 しさに影響している。

〈考察〉

「○○(家 族 の名前等)が いないとつ まらない」な ど家族がそろうことを楽 しみ にしているこ

とか ら、食事が家族 との触れ合 いの時間 となっていると考え られる。忙 しい毎 日を過 ごす中で、

食事の時間を、家族 と共に過 ごす大切な時間と位置づけ、楽 しく過 ごすための工夫の仕方に意欲

的 に取 り組んで ほ しい。また、どちらともいえない、楽 しくな いと答 えた子 どもたちには、食事

の時間が家族 とのかかわ りを深 め、楽 しい時間 となるように指導 して いきたい。そのために、内

容(1)エ を研究の視点に当て ることが重要であると考 えて題材構成 を工夫 した。
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(6)実 態調査のまとめ

この実態調査か ら、家族が共に過 ごす時間が 「食」に関す る時 に多 くもたれて いることが分

か った。また、子 どもたちが家の仕事 をす る時やこれか ら家族 に対 して したいと思 うことも「食」

に関する ことが多 くあげ られ、家族 の役 に立っ ことをうれ しい と思っている ことが分かった。

また、楽 しい食事 のとらえ方 も、食事がお い しいというだけでな く、会話のはずむ団 らんの場

として感 じている子 どもが多 い。他 に、家族 にしたいこととして 、自分の作 った料理 を食べて

ほ しいとか、母の 日 ・父の 日や家族 の誕生 日にプ レゼ ン トとして手作 り料理 を ごちそ うした い

とい う思 いを寄せる子 どもが多かった。 しか し実際 は 「進んで仕事 をす る」子 どもは少な く、

「仕方な く」仕事を している子 どもの割 合が多かった。 この ことか ら家族 とのかか わ りの大切

さを 「食」 を切 り口に し、 自分 と家族 とのかかわ りを考え、触 れ合 いや 団らんを楽 しくするた

め に、 自分な りに工夫できる ことを見つけ出 し、進んで家庭生活の中に生か してい くことで心

豊かな生活 をつ く り出せるのではな いか と考 えた。そ こで家族 とのかかわ りを大切 に した指導

計画 を作成 し、『「食」を通 しての学習を家族 と共に進める ことで、家族 とのかかわ りが深 ま り、

家族 と協力 し合 って心豊かな生活 をっ くり出せ る子 に育 って い くだろ う』 という仮説 を立てて

研究 を進める ことにした。

2家 族 とのかかわ りを大切 にした年間指導計画(2年 間を通 して)

(1)題 材構成

実態調査 か ら、家族そ ろって過 ごす時間の多 くは食事の時間で あるという結果 をうけて、

「家族 とのかかわ り」 と 「食」 に重点をおいた年 間指導計画 を立てた。5学 年で は基礎的 ・基

本的 な内容の定着を図 り、6学 年ではその力をさ らに高めるよ うに計画 した。 このよ うな観点

で年 間指導計画を作 成 した ことによ り、 「食」の学習を通 して 、基礎的 ・基本的な内容 を身に付

けなが ら、家族 とのかかわ りを大切 にする、心豊 かな生活 をつ く り出す子 どもた ちを育てるこ

とが できるだ ろうと考 えた。

また、2年 間 を通 して題 材の系統性 を考慮 し、子 どもの思考 の流れ に沿 うよ うに、次のよう

な1・II・ 皿の段階で構成 した。

生活ウォッチ ング1～ 皿

ク ッキ ングにチャレンジ1～ ∬

ソーイングにチャレンジ1～ 皿

楽 しい食事 を工夫 しよ う1～ 皿

1で は基礎的 ・基本的な内容 の理解 、 皿で は基礎的 ・基本的 な内容の定着 、皿で は基礎的 ・

基本 的な内容の応用 と考 えた。特に楽 しい食事を工夫 しよ う1～III(食 の発展の学習)で は、

授業 において家族 の方の参加 を呼びかけ、家族とのかかわ りをよ り深める授業展開 を試みた。

さ らに、家族 とのかかわ りを大切 にするために、主な内容項 目 として、6学 年のすべての題

材 を 【内容(1)工 家族 との触 れ合 いや団 らんを楽 しくす る工夫 をす る こと】 とかかわ らせ

て構成 した。
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(2)家 族 とのかかわ りを大切 にした年間指導計画(2年 間 を見通 して)

題材名(★ は実践事例) 小題材名(★ は実践事例) 時数 主な内容項 目

5学 年

(60)

家庭科室を探検 しよう 1

生活 ウォッチ ング1 家庭の仕 事ってなあに? 2 (1)ア イ

仕事 にチ ャレンジ 2

クッキ ングにチ ャレンジ1 なぜ食べるの? 2 (5)イ ウカ

衛生と安全に気をつけて 2

ゆでて食べよ う 4

ソーイ ングにチ ャレンジ1 さいほ う道具 を使って見 よ

う

4 (2)イ

(3)イ ウ

小物を作ろう 4

夏休み実践報告会 1

衣服を気持ちよく なぜ着るの? 1 (2)ア イ

せんた くにチ ャレンジ 2

ソーイ ングにチ ャレンジII ミシンを使 ってみよ う 8 (3)イ ウ

ウォールポケ ッ トを作 ろう 4

クッキ ングにチ ャレンジ1 食品をグループ分 けしよ う 3 (4)ア

(5)ア ウ野菜探検隊 2

いためて食べよう 4

冬休み実践報告会 1

生活ウォッチングII 整理せ いとんやそ う じ 4 (6)ア

(8)不要品や リサイクル 4

生活 に生かそ う 出来るようになった こと 5 (1)～(8)

6学 年

(55)

生活 ウォッチ ング皿 快適な住まい方を考えよう 6 (1)ウ

(8)

(6)イ

(1)エ

近隣 の人 とのつなが りを考

えよ う

2

生活時間を見直そう 2

楽 しい食事 を工夫 しよ う1 朝食について考 えよ う 2

(4)ア

(7)ア イ

(1)工

買い物の仕方を考えよう 3

家族が喜ぶおかずを作ろう 4

夏休み実践報告会★ 1

楽 しい食事を工夫 しよ うII ごはんとみそ汁を作ろう★ 6 (4)イ

(5)工

(1)エ

食事の仕方を見直そう 3

一食分の食事を計画しよう

★

2

食事を家族で楽 しもう 1

ソーイ ングにチ ャレンジm 家族の生活に役立つ物 を製

作しよう

12 (3)ア

(1)エ

楽 しい食事を工夫 しよう皿 ありがとうを伝 えよ う 9 (1)エ

(3)イ

(5)オ

家族 と協力 して 生活 しよ う 2
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3実 践事例

事例1家 族を交えて報告会を開く

(1)題 材 名 第6学 年 「夏休み実践報告会」

(2)本 事例 と研 究主題 に迫 るための手だて との関連

実態調査 の結果か ら 「食」の時間が栄養 をとるだけでな く家族 との触れ合いの時間 にな

っている ことが分かった。家庭 科で学習 した ことを生か して家で実践 して くる とい う宿題

を夏休みに出 した ところ、 「食」に課題 をもつ子 どもが多 く、実践カー ドの家の人の言葉

か ら調理体験が家族 との触 れ合いや 団 らんの時間 を多 くもてていることが うかがえた。そ

こで本事例で は 「食」の時間の過 ごし方 を考 え工夫 してい くことがよ りよい家庭 生活 を目

指そ うとする力になる と考え、研究 主題 に迫るための手だて との関連を次 のよ うに した。

① 家族 とのかかわ りを大切 に した題材構成 の工夫 … 夏休みの課題を今 まで家庭科 で学

習 した ことの中か ら自分 でで きることを実践 し、家族みんなで楽 しむ ことと し、次 に学習

す る 「楽 しい食事 を工夫 しよう 皿」の導入 とした。

② 家族を交えた指導法の工夫 … 夏休 み実践報告会 に家族 も参加 して もらい、家族か ら

直接話を聞いて発表 を共有す る ことによ り、 自分 の生活 を見つめ直す きっかけとな り、一

人一人が 自分な りに工夫できる ことを見つけ、家庭生活 に生か して ほ しいと考 えた。

③ 学習活 動の過程 における評価の工夫 … 評価 の方法 として 自己評価カー ドを工夫 した。

本時のカー ドを 「楽 しい食事 を工夫 しよう1」 の学習カー ドの1ペ ー ジ目に位 置づけ、こ

のとき感 じた ことや家族の子 どもたちに対す る思い をいつで も振 り返 られ るよ うに した。

なお、本題材 の評価 の観点 を次のよ うに設定 した。

観点 評価規準 内容(1)エ 本題材の具体的な評価規準

家庭生活への 家族との触れ合いや団らんを 友達や家族の話で気づいたことや 自分

関心 ・意 欲 ・態 度 楽 しく しよ う と して い る。 の生活 に取 り入れ られ ることを メモで

きてい る。 自分の感想や家の人の言 葉

が書 けて いる。

生活を創意工夫する 家族との触れ合いや団らんを 友達の実践で、 「いいなあ」 「や って

能力 楽 しくもて るよ う、考 えた り自 みた いな」 と感 じ、家族 とのかかわ り

分な りに工夫 している。 から自分な りの工夫の仕方が書けてい

る 。

(3)本 時の学習

① 目標

夏休みの実践発表を聞き合 い、 自分の生活を見っめ直す きっか けができる。

② 学習活動の過程 における評価
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*1の 評価

学習活動

・話す内容 を整

理する。

・グループ内で

発表する。

・グループ代表

が発表する。

・友達の実践を

聞いて感想 を

発表する。

・家の人の感想

を聞く。

・次回の予告 「楽

しい食 事 を工

夫 しよ う」

教師の支援(○)と 評価(*)

家族とのかかわ り(◎)

夏休みの実践を発表しよう

O一 人2分 程度で発表する内容を整理する。

(◎)家 族がかけてくれた言葉や自分の

気持ちなども加えて発表する。

*家 族の人との触 れ合 いを楽 しく持つこと

ができる。(関)

*自 分な りに発表でき、友達の実践のよいと

・ろや工夫を・モできている.(関)囮

*友 だ ちの実践のよいところを自分 の生活

に取 り入れようとしている.(創)囮

(◎)家 族の人の夏休みの実践の感想 を家

族とのふれあいに焦点を当て考えら

れるようにす る。

*家 族の人の話を、関心 を持って聞くことが

できる.(関)E国

○次の学習はポー トフォリオにまとめるこ

ととし、夏休みの実践 カー ドをその1ペ ー

ジ目にして作ることを伝える。

*評 価

方法

*発 表

*学 習

カー ド

*発 表

*観 察

*学 習

カー ド

*観 察

*学 習

カー ド

・毎 日お使 いに行 っ

ているのはえ らい と

思 った。 つみかさね

てや る ことによって

少 しで も多 くの こと

や っ て い き た い で

す。

・ぼ くは○君 のチ ャ

ーハ ンを作 って みた

い。 また、 キム チ も

いれてみ る ともっ と

うま くな るん じゃな

いかなと思 った。
6β'、 、 、

i
「一 ■L

l-一__■r

1「おおむね満足」1

1友 達 の発 表 を よ く聞 き 、

1自 分 な りの 感 想 か か け てl

Iい る 。
L__

*3の 評価

・料理 もいいけれ ど、そ うじや家

事 な ども両親 の負担が 軽 くな る

ので これ か らどん どんや って い

こうと思 った。

・自分でや った ことで家族のかん

けいが深まる。ぼくももっとレベ

ル ア ップ して いる もの を作 りた

いです。'
ノ

・話 を聞 き 「あ、お 母 さん の こぎ
　

たす けて あげな いと」と思いま し 、

た。 「もう少 し1人 で何か進んで

や んな いと」 と思った。

囮 の評価

rコ コ ロレ

1「十分満足」1

■ 家 族 と の かlL
lか わ りか ら1

感 想 が 書 け1

「;て いて、実践1
'1

へ の 意 欲 がl

l見 られる0」

・同 じことで もいろいろ一人

ず つ 「オ リジナル」が あって

「工夫が」 あっていいな あ と

思 った。 ちが う料理 にも挑 戦

して、 うまくな るようにがん

ば ります。

・家の人のア ドバ イスを聞い

て ドン ドン友達 の意 見を聞い

て ち ょうせ ん して いきた いと

思 います0へ

1=、
,_____一1___■ 一 一

1「おおむね満足」i

1次 に実践する意欲や工夫が 暑

L見 られ る___一
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○本時 の学習カー ド

氏名: No.

今 日の目標

匝 詔
ん④

1*11の 評価

自分で取 り入れて

自分 な りのみたいと思 うこと

医亟 垂]鷺 書け

友 だ ち の発表 の

様 子 が書か れ て

いる

医到の評価

自己評価(今 日の自分の成長 ・getし た こと)

実践へ の意欲や家族

との触れ合 いについ

て書かれて いる

自己評個 マーク(例)

よゐ、製

1Oo%

◎ →、
よ プ、.↑ヒ

③ 考察

○家族 とのかかわ りを大切に した題材構成 の工夫 ・・今回題材 に入れ た実践報告会 は、今 まで

家庭科 で学習 したことを夏休み に実践 し、その報告 をして得た情報 を子 どもと家族で共有 化

す る点や、次 に学習する 「楽 しい食事 を工夫 しよう1」 の導入 として効果的であった。夏休

みの実践 を報告 しあう場面で は、子 どもたちに何の目的で発表す るのか を明確にし、家族 の

人 と過 ごす楽 しい時間に焦点 をあてて助言す ることが大切で あった。

○家 族 を交えた指導法の工夫 ・・家族 が授業 に参加 して直接 ア ドバイ ス しても らった ことで家

族 の思 いが子 どもたちに伝わ った点 がよかった。家族の人か らの言葉 は素直に聞き入れ られ

た ことが、「どんな小さな ことで も家の仕事 をしたい」 「親 に感謝 したい」な どの感想 に表れ

て いる。友だちや家族の言葉 を聞いて温かい気持ちになった ことや 次の実践の意欲につ なが

った ことは、「心豊か に」 という主題 に近づいたように思 う。

○学 習活 動の過程にお ける評価 の工夫 ・・学習カー ドを工夫 して カー ドの最後に、自己評価 を

マ ー クにして表すように した。 その後 も同 じ形式の学習カー ドを使用 し、積み重ねて いく こ

とによ り、 いつで も学習を振 り返れ るよ うになった。本時で は 自己評価 に、100%や にっ こ

りマーク と書 いた子 どもたちが 多 く見 られた ことか ら、学習へ の満 足感が表れていた0子 ど

もたちは学習カー ドによ り、 自分の生活 を見直す きっか けとな り、今後 どのように生活 をよ

りよ くしていった らよいか考 えるよ うになった。
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事例2家 族 といっしょに我が家のみそ汁 を考 える

事例3家 族 といっ しょに一食分の食事 を考える

(1)題 材 名 第6学 年 「楽 しい食事 を工夫 しようII」

(2)題 材 につ いて

店 には手軽な冷 凍食品や レ トル ト食品 ・ファス トフー ドが溢れ、外食産業 も盛 んにな って

いる。食生活が一見多彩 になっていると思 われがちであるが、問題 も多 い。栄養 バ ランスの

偏 った食事や食べ方の乱れ によって子 どもの健康が危惧 されて いる。一方では、家庭 での料

理 の味が失われつつある。また、家族が食卓 に集 まっていても異なったものを食べていた り、

子 どもが独 りだ けで食べた りしている家庭 も増 えつつあ り、家族そ ろって楽 しく食事 をす る

場 も少な くなって きているのが現状で ある。

この題材で は、自分の 日常の食事 を見直 し、食品 を組み合わせて とる必要性 に気付 き調和

のよい食事 の とり方がわか るよ うにす ることをね らいとしている。 また、家族 と一緒 に食事

をす る大切 さを理解 し、よ りrい 食生活 を進んで実践できるようにしたい と考 える。 日本の

伝統的な 日常食で ある ごはんとみそ汁の調理につ いて学習 し、 ごはん とみそ汁 を中心 に した

1食 分の食事作 りを計画 しそれぞれの家庭で実践 して いくのであるが、常に 「わた しの家族」

を意識 して学習を展開 していく。そのひ とつ として、「家族 と共に考 え協力 して いく」学習の

場 を設定 した。家族の人が授業 に参加 し、考えや経験 を直接話 して もらうことで、家族が共

に食事 をす ることの果たす意味 も考えやす くな り、家族 と楽 しく食事 をす るための工夫 もで

きるよ うに もなる と考えたか らである。 また、常 に自分の家庭 生活 を意識なが ら学習 して い

くことで、学習意欲が高 まり、学習後 の家庭での実践 にも円滑につ ながって いくと考えた。

(3)題 材 の 目標

○ 家庭 生活への関心 ・意欲 ・態度

日常 の食 生活 の仕方 を見直 し、よ りよい食生活 を進んで実践 しようとす る。

○ 生活を創 意工夫す る能力

家族とのかかわ りを通 して家族の好みや健康 を考えなが ら、 ごはんとみそ汁 を中心 に1食

分 の食事 を工夫する。

○ 生活 の技能

ごはん とみそ汁 を作る ことができ、栄養のバ ランス を考 えて、ごはんとみそ汁 を中心に一

食分の食事の計画 を立てることがで きる。

○ 家庭生活 についての知識 ・理解

一食分 の食事作 りの条件や
、家族 といっ しょに食事 をする大 切さを理解す る。
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(4)本 事例 と研究主題 に迫るための手だて との関連

① 家族 とのかかわ りを大切 にした題材構成の工夫

実態調査の結果か ら、子 どもた ちにとって食事 の時間は家族 と触れ合う大切な時間で あ

ることが分か った。その時間 を楽 しく過 ごすための工夫 として、家族 のことを考えた食事

作 りができるよ うになる ことは大事な要素 とな ると考 える。

題材名 を 「楽 しい食事を工夫 しようII」 とした本事例では、「楽 しい食事を工夫 しよ う1」

で身 に付けた食に関する基礎的な知識や技能 を高めなが ら、家族 との楽 しい食事の場 を主体

的 につ くってい こうとする子 どもを育てたいと考えた。そ こで、家族 とのかかわ りを大切に

し、内容(4)「 食事への関心」 と内容(5)「 簡単な調理」及び内容(1)エ 「家族 との触

れ合いや団 らんを楽 しくする工夫」を関連付けて構成 した。

② 家族 を交えた指導法の工夫

本題材では ごはんとみそ汁 を中心 とした一食分 の食事 を考 える ことができるだけではな

く、家族 とのかかわ りを大切 にす る ことに重点 を置き、家族 のために作る食事をめざすた

めの指導法を工夫 した。

自分の食生活 を見つめ直す とき、授業中に日ごろの様子を思 い出した り、家庭学習 として

観察 した り家族 に聞いた りした ことを記録 して くることが多い。 しか し、家庭科の授業の中

で 日ごろ食事を作っている家族の生の声を聞き、一緒に学習す ることができればより身近 に

家族 を感 じ、家庭 生活への実践 に生かそ うとする意欲付 けとな ると考え、家族を交えて学習

を進める こととした。

ごはんやみそ汁の作 り方を調べ、一食分 の食事 を作る計画 を立てるときに、米やみそにつ

いての知識を得、作 り方 を知る とともに、家族のための工夫にも気付 くようにした。そ して 、

一人一人が調べた ことを持ち寄 り発表 しあうことで
、それぞれの家庭での工夫を知 り、 自分

たちの調理 に生かす ことができるようにと考えた。その際、実際に家族 を交えて計画 を立て

ることで、食事 を作る ときの家族 への思いな どを直接聞き、家族のための食事作 りに近づけ

るように した。

家族の学習参加 に際 しては、以下 の点に配慮 した。

・校 内の教職員の共通理解 を図 り、 〈参加依 頼の手紙 〉

協力を得るために、学年会等で趣

旨を説明す る。

・保護者あてに参加依頼の通知 を出

し、学習のね らいと登場場面や話

す内容を細か く知 らせる。

・授業前に打ち合わせをする ことで、

家族が参加す る意図と役割 をよ り

明確 に理解 してもらうよ うにす る。

③ 学習活動の過程 にお ける評価の工夫

○ 学習の過程で、学習活動の様子を

観察 しながら、評価 してい く。その

平成14年10月11日

6年 組0000保 霞 者殿O(>1、 λ焙OO

OO小 家庭 科担 当

....

家 庭 科 の 学 習 に つ い て

お忙 しいに もかかわ らず、家爵科の学習 に参加 していただけることにな り、 まこ

とにあ りが と うござい ま#a喰 」の学習に も、家族 とのかかわ りの大切 さを取 り入

れたい と考 えています.保 護者のみな さま に参加 していただくことで、この学習 が

子 ども逮に とって実 り多い ものとなる ことと思 っています。

学習の漉れは 以下の通 りです.丸 数字の橋面でお話を していただ くよ うに考えて

いますので よろ しくお駁いいた します 。

1躁 題 の棚 認 「一食分の食 事を計函 しよ う」

2保 護者の紹 介

3班 ご との 晴 し合い(子 ど も達の膳 し合いですが、たずねるこ とがあ りま した

ら答 えてあげて くだ さい}

9各 班の発 幾

⑤ 朝食一食分{ご はんとみそ 汁を中心 とした)を 決め るときに 、家族のために

大 切に していることや 工夫 しているこ と.

例,家 族 の健康(壇 分ひかえめな ど,栄 養的なバ ランス(嫌 いな もの は小 さ

く切 ってたぺやす くす るなどの工夫}好 み(家 ま の好 みに違いがあ ると

きの 工夫b).家 庭に伝わ る喋、季箇の食品 、食 品の組み合わせ 、味 の

バ ランス、喋付け、調理方 法、品数,色 ど り、予算,ま 族 を思 う気 持ち.
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際は座席評価表を使用 し、子 どもの思考の変容やその過程を見取るよ うにした。

○ 学習カー ドに学習活動の記録 と振 り返 りの欄を設け、評価 していくように した。また、

振 り返 りの欄では子 ども自身 も身に付 いた力を確認 し、変容の様子が分かるようにした。

○ 調理実習のように作 品が残 らず、その時間内で評価 しな ければな らないときには、活動

の様子やでき上がった作品をカメラに収めておくな どの工夫 をした。

(5)本 題材 の指 導 計画(12時 間扱 い)

(関)一 一一一一一家庭 生活 へ の関心 ・意 欲 ・態 度

(技)一 一一一一.生活 の技 能

(創)一 一 一生活 を創意 工 夫 す る能 力

(知)一.._家 庭 生 活 につ いて の知識 ・理解

時 評 価

問 学 習 活 動 家族とのかかわ りに関す る評価※ 評価方法

○ 日常の食事の仕方を見直

し、食事作りについて考

え る。

・毎 日の食事を見直し、気付 ・毎 日の食事を見 直 し、よ りよい食事につい 対話

3 いた ことを話 し合 う。 て考 え、学習の進め方の見通 しをもとうと

時 す る。(関)

間 ・家庭での食事作 りで気 を ・自分の毎 日の食事 に関心をもち、意欲的に 学習カー ド1

付けていることを調べ、 調 べて い る。(関)

発表する。 ・調べた ことか ら自分の食生活 を見つめ直し、 発表の内容

課題 を見付けようとす る。(関)

※家族の健康や好みなどを考えて毎 日の食事 学習カー ド1

を作っていることに気付 く。(関)

・米とみその栄養的な特徴 ・米 とみそに関心をもち、栄養的な特徴を調 活動の様子

を調べ、 ごはん とみそ汁 べ て いる。(関)

の よ さを考 え る。 ・米 とみその食品 としての特徴が分かる。 学習カー ド1

(知)
.

○ごはんとみそ汁の作り方

を調 べ 、調 理 実習 をする。

・ごはん の作 り方 を調べる。 ・ごはんの作 り方について関心 をもって調べ 学習 カー ド2

6 て い る。(関)

時 ・調 べたことを発 表 し合 い 、 ・進んで話 し合いに参加 し、意欲的 に調理計 実習計画

間 実習計画 を立てる。 画 を立て て いる。(関)

・計 画 に沿って実習 をす る
。 ・ごはんの作 り方が分かる。(知) 学習カー ド2

・炊飯 がで き る。(米 の洗 い方 、水 加減 、浸 観察

・み そ汁 の作 り方を調べ る
。 水時間、加熱の仕方)(技)

・調べた ことや家族の人の ・炊飯の仕方を工夫 している。(創)

ア ドバイスを参考 に、グ ・みそ汁の作 り方 について関心 をもって調べ 学 習 カー ド3
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ループごとに我が家のみ て いる。(関)

そ汁を考 える。 ・進んで話 し合いに参加 し、思 いを実現 しよ 話 し合いの

<事 例2> うと して い る。(関) 様子

・みそ汁の作 り方が分か る。(知) 学習 カ ー ド3

※家族の ことを考えたみそ汁 を工夫 している。

(創)

・グループごとに協力して ・材料の分量を計算 した り、手順や時間配分 実習計画

実習計画を立てる。 を考えて実習計画を立て ることができる。

・計画 に沿って実習をする。 (技)

・み そ汁 を作 る ことが で き る。(だ しの と り 観察

方、みその扱い方、実の切 り方、入れ る順

序)(技)

○一食分の食事を考える。

・いろいろな食品を組み合 ・いろいろな食品を組み合わせて食べること 学習カー ド4

わせて食べる意味を考え の大切 さが分かる0(知)

る 。 ・良い食事の条件をまとめることができる。

・食品や栄 養のバ ラ ンス 、 (知)

3 家族の好みなどを考慮し ・ごはんとみそ汁を中心に一食分の食事を考 学習カー ド4

時 て、一食分の食事を考え え るこ とが でき る。(技)

間 る。<事 例3> ※家族と一緒 に食事 をする大切 さが分か り、 発表の内容

よ りよい食生活について考えよ うとしてい

る。(関)

・家族で楽 しく食事 をす る ・楽 しく食事をするため に工夫 している。 観察

方法を考える。 r創)

・実 践計 画 を立て る。 ・家庭で実践できるよ う、具体的に計画を立 実践計画

て て い る。(関)

・実 践報 告 をす る。 ・友達 の工夫 した ことを自分の家庭生活に取 実践報告

り入 れ よ う と して い る。 学習カー ド5

(6)事 例2本 時の学習

① 目標

みそ汁の作 り方を知り

② 展開

、家族 の健康や好みを考 えて我が家のみそ汁を作る計画を立て る。

学 習 活 動 教師 の支援(○)と 評価(*) 配慮事項(・)と

評価方法(*)

・家族の人が作 ったみ ○家族 が作ったみそ汁を味わうことで、みそ ・だ しの とり方 、み

そ汁 を観察 し、味わ 汁作 りに興味 をもつとともに、見通 しを も そ の 量 、実の 取 り

う 。 って活動できるよ うにす る。 合わせや切 り方な
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る 。

う 。

と り方

*み そ汁 の実や作 り方に関心 を向 けている。 ど、基本的なみそ

(関) 汁を教科書を参考

の課題を確認す ○本時の学習 の流れ を理解 し、見通 しをもって に作 って もらうよ

学習を進め られるようにする。 うにす る 。

*本 時の課題をもつ。(知) ・同 じグル ー プの 人

*み そ汁作 りに意欲 をもって取 り組 もうとして を家族 と考 え、我

い る。(関) が家のみそ汁を考

える よ うにす る 。

*発 表の内容

1我 が 家 の み そ 汁 を 作 ろ う1
一プ内でみそ汁 ○それぞれの家庭の作 り方 を知 り、自分の家庭

り方について調 との違 いや似ているところに気付 くよ うにす

二とを発表 し合 る 。

*調 べたことを意欲的に発表 している。(関) ・発表を聞きなが ら

の人 か ら、み そ ○家族のために工夫 していることを中心 に聞く 使ったみそや実、

作 るときに家族 よ うにす る。 作 り方など参考に

めに考えている *家 族の人の話を、関心をもって聞いて いる。 なった ことが メモ

を聞 く。 (関) できる学習カー ド

一 プの人の発表 *み そ汁は家庭 によって様々な作 り方が あるこ を用意す る。

族の人のア ドバ とが分かる。(知) *学 習 カ ー ド

を参考 に、我が ○作 り方の手順カー ドを見なが らまとめること ・家族 の 人 には、 話

みそ汁 の作 り方 ができるようたする。 し合 いの途中で困

え る 。 ○おいしさに加え、家族の健康や好みを考えて、 って いる ときや 、

:種 類 、 分 量 、 我が家のみそ汁作 りを目指すよ うにする。 迷っているときな

方、入れる時期 ○自分たちのみそ汁に名前を付けるなどして愛 ど、子 どもたちの

:種 類 、 分 量 、 着 を持ち、楽 しんでみそ汁作 りに取 り組むよ 考えを大事にしな

方 う にす る。 が ら、 いつ も家族

種 類 、切 り方 、 *進 んで話 し合 いに参加 し、意欲的においしい のため に作 ってい

順序 みそ汁 を作ろうとしている。(関) る立場 としてア ド

*食 品の特徴 を生か して、おい しいみそ汁作 り バイス してもらう

を考 えることができる。(技) よ うにす る。

*友 だちの発表や家族の人のア ドバイスを参考 *話 し合 いの様子

に我が家の じまんのみそ汁を工夫す ることが *学 習 カー ド

で き る。(創)

*み そ汁の作 り方が分かる。(知)

1我 が 家 の み そ 汁 の 作 り 方 を 発 表 し よ う1
のために工夫 し ○家族のためを思って作ろうとしている発言を

を中心に我が家 認 め る よ うにす る。 *発 表の様子
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みそ汁の作 り方を発 *じ まんのみそ汁作 りの工夫 したところを意欲

表 す る。 的に発表 している。(関)

○家族の人に本時の感想を聞く。

・本 時の学 習を振 り返る。 ○本時の学習で学んだことを学習カー ドに記入

す る 。 *学 習 カー ド

*実 践への意欲や家族 との触れ合いについて

書かれて いる。(関)

① 考察

○ 家族 とのかかわ りを大切 にした題材構成の工夫

本事例 は、5学 年の 「ク ッキ ングにチャレンジ1、II」 及び6学 年の 「楽 しい食事 を工

夫 しよ う1」 で身に付 けた基礎的 ・基本的な力を基 に、みそ汁の作 り方を知 り、我が家

のみそ汁を作る計画 を立てるという構成にした。我が家のみそ汁作 りの計画 を立て るとき

に、グルー プの メンバーを家族 と見立てて考え ることで、家族に関心 を向け、楽 しい食事

作 りのために工夫 しようとす る意欲が見 られ るよ うにな った。

家庭科の学習 は、 自分の生活 を見っめ直す ことか ら始 まるが、子 どもたちの家庭 は個 々

に違 い、みそ汁 をあま り飲 まない子 もいた。 しか し、みそやみそ汁 のよさが分か り、家族

のための工夫ができたことで、 自分 も学習 した ことを生か して実践 してみよ うとす る子が

多 くなった。 これ までの学習では、学習後に実践する子 は38人 中10人 程度だったが 、

今回は20人 程度 と増えた。本事例 の学習を通 して、食事 への関心が高 ま り、実践す る子

が増えるな どの変容が見 られた。

しか し、家族 とのかかわ りを大切にした楽 しい食事 を工夫す るためには、 「楽 しい食事

を工夫 しよう1」 での基礎的 ・基本的 な内容の定着が不可欠である。指導 の系統性 を考 え

題材 ごとに、指導すべき内容 を確実 に指導できるよう、年間計画立案時に内容項 目を確認

し、指導法 も含 めた検討が必要である。

○ 家族 を交えた指導法の工夫

家族 と共に学習 を進める方法 として、事例2で はまず、導入で家族の人が作ったみそ汁を

全員が食べるという体験 を取 り入れた。 ここでは、子どもたちか ら、みそのこと、実の こと、

だしのことな ど様 々な感想 を聞 くことができた。

この体験では、家族の手作 りのみそ汁を味わ うところに意義がある。みそ汁を作る時にど

のような工夫があるか関心 をもち、家族 の人に直接聞こうとする態度が見 られた。

家族のための工夫 として子 どもたちは、栄養 のバ ランスや好み について考えることはで

きていたが、家族の人の話か ら、さらに、以下の点につ いて知る ことができた。

・嫌 いなものを食べやす くす る工夫をしている こと。

・体調に合わせて食品の組み合わせや調理方法を変 えている こと。

・塩分を控えるな ど、家族の健康 を気遣っていること。

・季節(旬)の 食材を取 り入れていること。
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等である。それ らの ことを家族の人の生の声で聞くことによ り、子 どもたちは毎 日の食事を

作 っている家族の愛情 を強 く感 じることができた。

また、子 どもたち一人一人が調べてきた ことをグループ内で発表 し合い、我が家のみそ

汁作 りの計画を立てる ときに、家族の人がア ドバイザー として参加す ることによ り、話 し

合 いが活発 になった という感想 もあった。 メンバー を家族 と見立てた各 グループが、我が

家 のみそ汁 に付けた名前に家族 を思 う気持ちがよく表れていたが、家族の人のア ドバイス に

よ り実の取 り合わせや分量 を考 えて計画を立て ることができた。 また、導入でのみそ汁が教

科書を参考 にした、基本 的な ものだったため、 「見本 となるみそ 汁を作って くれたので、み

そ汁 を作 るときに実 の大 きさな どが分か りやすかった。」 という感想が聞かれ 、みそ汁作 り

に具体的な見通 しをもつ ことがで きた。

自分たちの思いが実現する見通 しが もてた ことで、次 の学習 に向けての期待 と家庭での

実践への意欲につながって いった点 にも家族 とともに学習 した効果が見 られたと考 え られ

る。

栄養に気 を付け、バ ランスよ

くみそ汁 を作 っている ことが分

かった。

家族の人 と一緒 に食事の こと

を考 える ことがで きてよかった。

おみそにこだわ った り、栄養

の ことを考 えて具だ くさんに し

た り、季節(旬)の 野菜な どを

入れて いることが分か った。

自分たちが毎 日自然のよ うに

食べているみそ汁には、家族 の

愛情 ・工夫がたくさん入 って

いること分か った。

家族の状態や好み によってお

みそ汁の味や実 を変えているこ

とが分か り、家族のことを考 え

て いるんだなあ と思った。

_'O!魂 ⊆汝 盤 一一」

○ 学習活 動の過程 における評価の工夫

内容(1)エ の評価 の規準 を次のよ うにし、<学 習カー ド3>を 使って行 った。
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<学 習 カー ド3>(2時 間扱 い)

★1

*2

'無紘 熱 傭?～簸 灘 よう

だ し:種 駁 、分S,と り方

実:種 麺 、切 り方、 にる順 序
t寂 族 のため にエ夫 して いる こと を闘 いて み よ う
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零メ モするポイ ン ト:わ が家 のじ まん 、作っ た人 の 思い.工 夫
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haモEezI∋ ソ,{!e'み
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一㌍ 痴

一榮 葎

おおむね満足の規準

*1 関 ・自分の家庭のみそ汁 の作

り方 を調 べて いる。

★2 知 ・み そ汁の作 り方 が分かる。

・家庭によって様々な作 り

方があることが分かる。

★3 創 ・友 だちの発表や家族 の人

のア ドバイスを参考 に好

みや健康を考えた我が家

のみそ汁を工夫している。

技 ・材料の分量を計算 し、手

順や時間配分を考えて計

画 を立てることがで きる。

*4 知 ・実践の意欲や家族 との触

れ合いについて書かれ て

い る 。

*3.

★4

灘 みそ汁作 りの計画を立てよう
　ゆま だの ため にエまヒしよ うとな うこ と

1季 憐 ① 昇 ちt《 ごん ヘ ヘ コ・ζ一一 一 て 苓

鍍

i
零自分 た ちのみ そ汁 に名 前 を付けよ う

,ヒ の こ{.↑ ヒお3π.i

零材料

竺FL
毬類(轟}φ ぞX59)

分且(9ら 尋d叡5岬
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s,歓 き恥 る.た ・@恢 に ガ捲 》叛

に1評1き 人皆如=適 〔碍 をあ嫡

,、そ。。励 闘 ・,・う縛 翻 魁

吸 τお ぐ.

種類1(に ぽしC_{・ 写・り)

分量(?53)

囲
工起篇,み そ.熔

驚欝 め
・£ξo,と うδ、13う れん巧～

4欧 に興 を)hδ ・舅 は ・

畿i由 鋼 拐 …うし イ帥 野 劒 に え1、,でけ〃勿～少3回 衝に〉

楓 砂 β"撮 絢9

ご鑑 豊竺1:2竺 ま蝶 蜘 齢1
;<今 日 の 感 想 、 自 分 の 成 長.getし た こ と>i

u73で イ脈 蟹τ・CZ"7つ ㍉な=で かLTT6～'餌 ・「・:Yt

r,.7画 号【1・層 ・ ①5・ ・tr・ごとを を 蝋 ・ 卵 【ぞ・
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学習カー ドに書かれて いる内容 を

見 ると、 「家族のために工夫 しよ う

と思 うこと」に★1、2の 学習が

★3で 生か され、我が家のみそ汁 作

りを工夫 しよ うとしている ことが分

か る。 このよ うに、学習カー ドを活

用 し学習 の過程 を記録 して いくこと

で、子 どもの変容の様子を知 るこ と

がで きる。

また★4で は、この学習で学んだ

ことの中に、家族が学習に参加 した

ことによる効果 も書かれてお り、家

族 を大 切に して、楽 しい食事 を工夫

してい こうとする態度が見られた と

考 え られ る。
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(7)事 例3本 時 の学習

① 目標

一食分の食事(朝 ごはん作 り)に必 要な条件を考 え、計画 を立て られ るようにす る。

② 展開

学 習 活 動(・) 教師 の支援(○)と 評価(*) ・配慮事項と*評 価方法

・本時の課題 を確認す る。○本時の学習の流れがわか り、見通 しを

もって進 め られるよ うにす る。

○参加 して くだ さる家族の人を紹介す る。

Cご はん作 りの緬 の立て方を考えよう 【
・朝 ごはん一食分を決め ○調べた ことや聞いてきた ことを もとに

るための工夫 について 話 し合 うよ うにす る。

班で話 し合 う。 ○ 話 し合 いの中で、大切だ と思 った こと 学 習 カー ドNa4

食品の組み合わせ は学習 カー ドに記入す るよ うにす る。

栄養的なバランス *調 べて きた ことをもとに、意欲 的に発 *観 察

調理方法や時間 言 を して いる。(関) ・保護者 の方 には子

季節の食品 どもの考えを尊重

家族の健康状態 しなが らいつも家

好み ・予算 など 族 に作 っている立

・班 で話 し合 った ことを 場でア ドバイス し

発表す る。 ○班の発表や家族の人の話を学習カー ド て も らうよ うにす

・どんな ことを考えて朝 に記入させ る。 る 。

ごはんを作 っているか *朝 ごはん作 りの計画 を立てるための条

家族 の人か ら話を聞 く。 件が分かる。(知) *学 習カー ドの記入

園 ごはん作 りの計画を立てよう1
・家族 のために、工夫す ○一人一人が工夫する ことを考 えなが ら、

る こ とを考 え る 。 朝 ごはんの計画に取 り組めるよ うにす

る 。

・工 夫 した こ とを ネー ミ ○工夫 したことがわかるような名前 を考

ングで表す。 え られ る よ うにす る。

米ごはんとみそ汁を *家 族のための朝 ごはん作 りの計画 に意 *観 察

中心 と した一食分 を 欲 的に取 り組んでいる。(関)

考 え る。 *家 族 のための朝ごはん作 りの計画を工夫 *学 習カー ドの記入

して作 ろ う と して い る。(創)

○家族 の人に本時 の感想を聞 く。

・本時の学習 を振 り返る。○本時 の学習で学 んだ ことを学習 カー ド

に 記入 させ る。

・次時の学習内容を知る。○具体的に計画を立てるので家族に聞い

た り資料 を用意するよう伝える。
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③ 考察

○ 家族 とのかかわ りを大切 に した題材構成の工夫

ここでは、「クッキ ングにチ ャレンジIH皿 」や 「楽 しい食事 を工夫 しよう1」 と 「楽 しい

食事 を工夫 しよう1」 の ごはん とみそ汁で身に付 けた力を もとに して、一食分の食事 を家族

のために考えることとした。常 に 「家族 のために」の意識を もちなが ら学習 してい くことで、

家族 に関心 を向けることがで きた。本事例後の家庭での実践 では、多 くの子 どもたちか ら家

族 に食事を作 った ことが報告 され た。

実践 した内容 をみる と、今 までに学んだ野菜料理やた ま ご料理や じゃがいも料理 との組み

合わせが多 く、家庭科での学 習が生か されている ことが分か った。

○ 家族を交えた指導法の工夫

一食分の食事 を決め るための工夫 につ いて、家族 と見立てた班での話 し合いでは、家庭で

の観察や家族 に聞いてきた ことをもとに意見を出 し合 った。そ こに家族 の人にも参加 して も

らい、毎 日食事 を作 って いる立場か らのア ドバイスを しても らった。「班がひ とつの家族 のよ

うだった。」 と感想 に書 いて いた子 どもがいた。

班の発表か らは、栄養のバ ランスや食品の組み合 わせや好 みが多 く出され、これ らが大切

な条件で あることが分か った。家族の人の話か らは、「元気が出るよ うに温か いもの を作 る」

「味付けに気 を付ける」 「給食 の 乳ニュー と重な らな いもの にする」「体調が悪い時はさっぱ

りしたのにす る」な ど、家族の ことを思 い家族の健康を気遣 いなが ら食事 を作っている こと

を知 ることができた。家族の人 の話 を直接 聞くことができた ことは、子 どもたちの朝 ごはん

に対する意識 を高め、家族のため の朝食作 りを考えるための手だて とな り、具体的な朝 ごは

ん作 りの計画へ と進めて い くことができた。学習カー ドの感 想には、子 どもたちが家族 のか

かわ りをよ りよいものに して いこうとして いる ことが書かれ ていた。

大 人の立場か ら家族 の ことを考 えて作

っている朝 ごはんの意見 を聞 くことが

できてよか った し、朝食 の事 がわか っ

て、私も作 ってみた いと思 いました。

み んな とて も工夫を して いるの

で とて も驚 きました。お家の人が朝

ごは ん にいろ いろな 工夫 を して作

って いる ので朝 ごはんは大事 に食

べた いです。

○ 学習活動の過程 における評価 の工夫

評価 の方法 として学習カー ドを工夫 した。子 どもは学習活動の記録や学習 の振 り返 りに使

い、 自分の成長をみ ることができた。 また、その様子や意欲 を教師は見取った。

観点 評価規準 内容(1)エ 本題材の具体的な評価規準

生活を創意工

夫する能力

家族 との触れ 合いや 団らんを楽

しくもてるよ う、考 えた り自分

な りに工夫 している。

友達の発表や 家族 の人の話を参考 に、

家族の好 みや 健康 を考えなが ら一食分

の食事 を自分な りに工夫 している。
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本 時 の 学 習 カ ー ドNa4

P・1～ 日(鴨6・ 胤

「作 りた い朝 ご は ん 」

朝ごはん作りの計画を立てよう

欝 響 認轟 尉 写響 そ聯叢二㌢。
儲,』 、曲.(全 ・尺)Φ

チ 色 ヒ ・)ど ・)に.(町 田)

りκ ♂k袖 、んを)tる 蜥 ぐ苓 る。(づ'ゴ ス)

灘 裂1言越 黛 亀 瞬 ・。 一

黛鱗i鐘懸癖 纏灘瓢題
邑 ⑦母}㌧,ヲ を工 夫 し柚 。叡・淋 っ強 淋b共 引 ㍉
☆伴ウたい朝ごはんのネーミングを考えよう一 一 一 一1

コ 　

ヨ蒸 蕨 燕i蕊 を図で戚そう(WRの なまえや食品の雛 え繍 猷 しよう)

蓬曜 齪 一'づ
」 麟

f鶴i蓉 鱗
ぜ ⑲^薫 霜
τ 無

..⇒==一

ド コロコのの　ロ　　 コへ

睡 イ献 ㌔ キり勤 日≧"〔薦 」`摺

理 由:家 族の好きな さっぱ りした も

ので、バランスを良 くす るた

めに色 々な食品を使 う

ネー ミング:

さわやかたっぷ り朝 ごはん

理由:食 品の組み合わせ と味付 けを

考 え食欲がでるようにす る

ネー ミング:

おい しく工夫!朝 ごはん

内容(1)エ の

評価

今。鳴 想.自 分嚥 鎚.ゲ 。トした.と ヤ・眠 啄Uり

卿 導瞬 、㌔!l婦顧 、凝 ⑭

庵 箋怠輪1蝋 舵廟 瀞 随 群棉 廟 二
ぺ、トバ釧 鴇

○ 本題材 を通 しての子 どもの変容

「楽 しい食事 を工夫 しよ うII」 の題材では、 ご

はんとみそ汁 を学習 し、 ごはん とみそ汁 を中心 と

した一食分の食事を考 えた。考 えた食事は各 自家

庭 で実践する ことに した。最後 の小題材 「食事 を

家族で楽 しもう」 は、各 自実践 してきた ことの報

告 をす る会 とした。

家族 とかかわ り合いなが ら、栄養バ ランスを考

えた り、色 どりを考 えた り、味付 けに気を付けた

りしなが ら食事 を作 り、楽 しく食べ たことが報告

された。

実践の感想

栄養 バ ラ ンス を考えたチ ャーハ ン

を作った。家族のために気持 ちを こ

めて作 った。

サ ラダ をお いしく見 える よ うに盛

り付けた。家族 と楽 しく食べた。

いもうとの リクエス トで、しつ こく

ない卵焼きを作った。よろ こんで食

べて くれた。

また、実践発表か ら友達の工夫 した ことを自分の家庭生活 に取 り入れてい こうとして いる

のが学習カー ドの記入か ら読み取れた。

本題材の学習か ら、家族の思 いに気付き、家族 とのふれあ いや団 らんを楽 しく してい くた

め に、 自分な りに工夫で きることを実践 してい くことは 「心豊かな生活」 をつ く り出す子 ど

もに近づいて きた と考えて いる。
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四 研 究 の ま とめと今 後 の 課 題

子 どもたちが自分の生活 を振 り返 り、家族 とのかかわ りを大切 にし、学んだことを 自分な り

に工夫する ことで、よ りよい家庭 生活へつなげる授業 をつ くろうと研究 を深めた。研究 の成果

を次のようにま とめた。

1研 究の成果

(1)家 族 とのかかわ りを大 切に した題材構成の工夫

系統的 に年間指導計画 を作成 したので、基礎的 ・基本的 な能 力を生か し、応用 して、家

族 とのかかわ りを大切 にす る題材 に取 り組む ことがで きた 。子 どもたちは、自分の食生活

を見直 して、主体的 によ りよくしようと工夫するよ うになった。「食」を意識 して考 えるよ

うにな り、家族 の大切 さを理解 し、家族の一員 として よ りよい家庭生活 を目指すよ うにな

った。

(2)家 族を交えた指導法の工夫

自分の食生活に対す る課題の気づかせ方として、家族 の人に参加 してもらう授業を研究

した。校内で共通理解 を図 り、家族の人に依頼文を出 した。出席 した家族の人がわか りや

す いように本時の学習 の流れ を作成 し、ね らい ・指導方法 ・留意点な どを事前に打ち合わ

せ をした。「夏休 み実践報告会」・「楽 しい食事を工夫 しようII一 我が家のみそ汁作 り計画」・

「楽 しい食事 を工夫 しよ うII一 朝 ごはん作 りの計画」の授業 に家族 の人に参加 して も らっ

た。家族の人か ら直接 話 して も らうことで子 どもた ちは、参考 になった ・関心が高 まった

な ど意欲的にな り、活発な話 し合 いができた。その結果、栄養の ことと家族の ことを考え

て計画 し、それぞれの思いが込 め られた実習につなが ることができた。参加 した家族 の人

か ら、有意義な時間が過 ごせ 、食 生活について再確認で きた という感想を得た。その後 、

参加できなかった家族の人か ら、会話 も増え、一緒 に料理 をす る回数も増えたな どの感想

も寄せ られた。 自分の家庭 生活を見直 して、 自分な りに工夫で きることを見つけ出 し、進

んで家庭 生活に生かそ うとする ことが心豊かな生活 をつ く り出す ことにつながる ことが分

か った。

(3)学 習活動の過程 にお ける評価 の工夫

学習活動の過程 にお ける評価は、子どもたちの変容 が分かる学習カー ドが効果 的であ る

ことが分かった。学習 の様子が分かるように、学習カー ドの項 目を次の ことに留意 して作

成 した。「興味 ・関心が高 まるよ うに、思考の流れが止 ま らな いよ うに、学習 した ことを振

り返ることができるよ うに、分か りやす い言葉」の4つ のポイ ン トを抑 えた。カー ドを重

ね ていくごとに子 どもたち自身が学習 した ことを振 り返 り見直す ことができた。

2今 後 の課題

授業 は意図的 ・計画的に進め るものであ り、家族の人の参加 については、学習の意 図を明

確 に し、どのような授業展開にす るか ・時間配分 ・意見 の出 し方な どを周到かつ具体 的に打

ち合わせる必要がある。また、自分の生活 を見直 して、家 の仕事の中でで きることを増や し、

進 んでよ りよい家庭生活 を工夫で きるよ うにするため には、基礎的 ・基本的な技能の定 着が

重要で ある。今後 は、基礎的 ・基本的な技能 の定着 を図 り、身についた技能を活用でき る力

をつける指導法の工夫 について さらに研究を深めたい。
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